
ブルガリアにおける日本研究

吉林大学の日本研究

魯義(吉 林大学)

「日本研究 の歴史 が長 く、研究者 の数 と研究 成果 が多 いか ら、吉 林

大 学を知 っている。」「確 かに中国の 日本研究 の拠点校だ なあ」 とい う来

所 された 日本人学者 の声 が中国で はよ く聞かれ る。 これは確かかどうか、

吉 林大学 の畑 を耕 してい る私 には評論 の資格が もちろんない。ところが、

歴 史の関係 で、中国東北部長春市 に位置す る吉林大学 には、 日本研 究 の

長 い歴 史があ ることは事実 である。大学構内 には、 日本語 を第一外 国語

と して勉強 す る学生 がずいぶん多 く、学部 と研究所 のど こか に行 けば、

流 暢な 日本語 を しゃべ り、日本 の事情 をよ く知 って いる先生が少な くと

も何人 かい る。そ して、文化系最大の機関 と して専任研究者が集中す る

日本研究所 が設置 され、そ こで は時時日本研究 の最新情報が発行 され、

大学全体 の日本研究 の促進 に重要な役割 を果 た して きた。

以 下では、日本研究所 を中心 に、吉林大学 の日本研究 の概況 にっいて、

ご く簡単 に紹介 したい。

1.設 置基準

吉林大学 の日本研究 はおおよそ50年 代後半か らスター トした。そ の当

時、研究者 はほ とん ど兼任 で、各学部に散在 し、講義 しなが ら研究を行 っ

たのであ る。1964年 国務院 の許可を得 て、大学 は散在 した研究者 を各学

部 か ら集 あ、専 門的 な日本研究機関を創設 し、日本研究室 と名付 けた。

その下を、政治 、経済 、歴史 、文学の4っ の研究小組 に分 け、各専 門 別

の 日本 研究 を本格的 に始 めたのであ る。 これ は中国 の大学で、最初 に設

89



置 され た日本研究 の総合機関 である。 その後、国内外 の情勢に応 じ、 こ

とに70年 代後半 の中国改革開放政策以来、外部世界の事情 と優 れた管 理

方法の研究を強化す るために、1979年 、当時の国家教育部 の許可により、

日本研究室 は研究所に昇格 され た。それ と同時に、研究者数 と研 究施設

は大幅に拡 充 され、 日本研究 は新 しい時期 を迎 えたのであ る。 これ は研

究者の積極 性 と研究意欲を一段 と促進 し、研究成果 も昔の倍以上 に続 々

と出 して きた。1987年12月 国家教育委員会(日 本 の文部省にあたる)は 、

全国の大学 すべて の研究機関 を統一的 に点検評価 し、12カ 所 の文科系 重

点研究所 を認 定 した。その一っ と して、吉林大学 日本研究所 は日本研 究

の唯一・の重点 研究所 に選 ばれた。現在、同研究所 には4っ の研究室、 即

ち日本経済 と企業管理研究室 、日本政治 と行政管理研究室、 日本歴史 と

中 日関係研究室 、日本文学研究室が あ り、その外 、資料室、<現 代 日本

経済〉誌編集部 と事務室を設置 している。教職員36人 、その内専任研 究

者25人 で ある。資料室 には中国の関係文献以外に、 日本語 図書2万 冊 、

注文 した日本 の新聞 と機関誌 な ど130余 種類を所蔵 して いる。研 究 所 の

機関誌 と して 、隔月刊く現代 日本経済〉 を発刊 している。

2.研 究分 野 と研究成果

研究分野 は日本社会の多方面 にわたっているが、研究室 によ り、研 究

者個人 により、千差万別であ る。大 ざ っぱに分けて言 えば、次 の通 りで

ある。(1)経済研究室 は主 に日本 マ クロ経済理論、中小企業 、企業経 営 と

企業診断 、財政金融、対外投資 、都市管理 、市場流通 、農業 、中日企業

管理比較研究 など。(2)政治研究室 は日本政治制度 、行政体制、階級構成、

地方 自治、 自民党長期政権 、中日行政管理比較研究 など。(3)歴史研 究室

は日本近現代史、戦後史、近代 中日関係史、満鉄史 。(4)文学研究室 は東
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西文学 、近代 日本文学 の流派 と思潮、文法学、中 日文学比較研 究な どで

あ る。研究者 の努力 によ り、多 彩 な数 多 くの研究 成果 を 出 して きた。

1979-1990年 末 の統計 に よる と、著 書で は、<日 本的 経営宏 観 経済 管

理〉 〈 日本企業管理概論〉 〈 日本行政管理概論〉<日 本 中小企業

与経済振興〉 〈 日本経済論〉 〈西方現代派文学 与芸術〉<日 本 文

言文法〉 〈 日本侵略中国東北史〉 〈満鉄史〉な ど27点 、<日 本外資 、

外貿 、外彙管理法〉 〈天皇的戦争責任〉 〈企業 活力 〉<日 本 文学

与 中国文学〉 のよ うな翻訳書26点 、論文583点 が あ る。 その内 、<日 本

行政管理概論〉 〈 日本企業診断学〉 など3点 に は吉林省社会科学 優秀

著作賞が、〈満鉄史概述〉な どの論文17点 には吉林 省社会科学優秀 論文

賞が、 それ ぞれ授 け られた。 この4、5年 来、外 国学者 との共同研 究 が

さかん に行われ るとと もに、その成果 と して、海外 で刊行 された著 作 と

論文 も少 な くな い。例えば、〈中国企業管理 と経済体制改革〉(日 本)

〈現代 中国幹部制度概要〉(日 本)〈 亜太経済合作 与 日本〉(香 港)な

どが知 られて いる。部分研究者名簿 とその代表著作 は表 の通 りで ある。

一方、研究方法がかって と比べ、ず いぶん多彩化 して きた。研究 者 は

書斎か ら書斎へ の理論研究 より、社会実体の解明 と外国 の優 れた管 理方

法 の導入 に一層専念 し力を注いでい る。周知の通 り、1978年 中国共産 党

第11期3中 総で、今後 の工作重点 は社会主義現代 化建 設 を軌道 に乗 せ る

こと、 いわ ば経済中心 という方針 が確立 されて、それ以来 、隣国 日本 の

戦後の経済高度成長 に関心が高ま り、"日 本 の現 代化 は一 体 ど う進 め た

のか、 その成功 と教訓""日 本 の企業経営 はどうい うふ うに行 っているか"

な どは、 自然 に関係者 と実務 家の知 りたいところ とな った。 これ に応 じ

て、1982年 か ら当研究所 は3年 間にかけて、北京 丶上海 、江蘇、遼寧、

黒竜江、内蒙古 などの11の 省 、市 、自治区 に行 き、戦後 日本 の経済高 度
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成長 と企業経営 にっいて研究班、研究講座 を催 した。受講者 はほとん ど

政府機 関の関係 者 と企業経営者で、のべ6万 余人 に達 した。それ と同 時

に、長春半導体工場 、長春洗濯機工場 、吉林市製紙廠を拠点 に、 日本 の

方法 をまねて企業経営診断 を行 い、著 しい成果 を見せた。

1990年5月 、経済体制改革中 の企業 不振 の難航 を打開す るため に、 当

所 は中国企業 管理協会 と共 同 して、大連で"日 本 の外部 環境 変化 と企 業

の対応"と 題 す るシ ンポ ジウムを主催 した。全国 の関係 者 と大手 企業 の

社長60余 人 が出席 した。席上、戦後のはげ しい外部環境 ことに石油 シ ョッ

クに面 して、 日本企業 はどのように対応 し、ど うい う方法で 自分 自身 の

活力 を生 み出 したかにっいて紹介す るとともに、当面 の中国企業 の不 振

を詳 し く分析 し、具体 的な解決策を論議 した。 これは中国現代化建設 の

実際 と結び付 いて展開 された日本研究の典型 的な例で 、関係者 の注 目を

集め、高 く評 価 された。

現在 、当研 究所で は、25項 目の各専門別の研究課題 を担当 して いる。

その中に は、国家社会科学基金 、国家教育委員会 、そ して中央各部 と吉

林省の下 した課 題があ るし、日本 を含む海外学者 との共同研究課題 もあ

る。

3.大 学院生養成

プロ文革後 の1978年 、中国 は大学院教育制度を復活 させた。その翌年 、

日本研究所 は日本関係の大学院生(修 士課程)を 正式 に募集 し始 めた。

前述 のように、研究分野 によ り、専 門別 に養成 してい る。 もち ろん、学

籍 は大学側が統一的 に管理 す るが、その具体的 な科 目、即 ちゼ ミと演 習

の大半 は、所内 の研究者が指導教授 として担当す る。科 目はマル クス主

義理論 と外国語が共通 してい る外 、専門 によ り異な るが、詳 しくみ ると、
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吉林大学の日本研究

専門別 の科 目は次 の通 りであ る。

日本経済専門:日 本経済概論 、日本企業経営管理、西方経 済学 、 日本

近現代経済史、 日本財政 金融 、日本都市管理、中国社会主義 経済理論 、

日本政治概論、第二外国語 、コ ンピュータ。

日本政治専門:政 治学原論、国際政治、 日本政治概論、日本行政管理、

日本地方 自治、 日本経済概論、 日本近現代史、比較政治制度 、第二 外国

語、 コ ンピュータ。

日本歴史専門:日 本歴史 、中 日関係史、 日本政治概論、日本経済概論、

日本侵略東北史、 日本経済史、第二外国語。

日本文学専門:日 本文学評論史、欧美文学思潮 、中日比較文学、 日本

古典文学 、中国文 学史、日本語 作文、 日本語文言文法、第二外国語 。

以上 のよ うに、今年 の10月 まで に、 日本関係 の大学 院生 合計145人 が

入学 した。その内、115人 が修士号 を取 り、卒 業 して、 全国各 地 の政府

機関 、大学 、研究部門 と合弁企業 で活躍 している。在学 中の院生 は30人

い る。従 って、当研究所 は全国 で 日本関係院生を募集 した最初 の研究所、

そ して卒業生 の一番多 い研究所 とな った。現在で は、全 中国 のど こで も

日本関係 の会合 があれば、少な くとも当研究所か らの出身者 が何人 か い

る と言 って過言 ではない。

4.国 際交流

い うまで もな く、日本研究で は日本人 と触れ ないと、真の 日本研 究 が

で きないの は自明 な ことであ る。改革開放以来、外国人 と触 れ合 う機会

がずいぶん増 え、人事交流 と情報交換 もさかん にな りっっあ る。 日本研

究 は史上例 のない新 しい時期に入 った。1980年 以来、当所 の研究者 はの

べ20人 、54回 にわた り日本、 ソ連 、香港 に研修、講義或 いは共 同研 究 な
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どの 目的で行 った。それ とと もに、来所 した日本人 を含む外国人学 者 は

年 々増 え る一方 であ る。今年1月 ～10月 に来所 した人 は、 日本人 だ けで

も70人 を越 えた。今年 の5月 、ハ ーバ ー ド大学 教授E・VOGEL氏 を団

長 とす るアメ リカの日本研究者訪中団が来学 し、中米 日ソ間の大 国関 係

につ いて当所 の研究者 といろいろ研究発表 と意見交換 を した。一 方、 外

国 との学術文献交流 もさかんに行 って いる。現在 、当研究所 は日本 の京

大、東北大、関西学院大、名古屋大 、アジア経済研究所 など30カ 所 の大

学、研究機関 と資料交換関係 を結 んでいて、定期 的資料交換 を行 って い

る。 その外、国内の 日本研究者 と日本 の著名 な学者 、例 えば、中国 国務

院企業管理指導委員会主任 の張彦寧氏 、中 日友好協会副会長の肖向前氏、

東京大学名誉教授 ・通 産省研究所長 の小宮隆太郎 氏、関西学院大学 名誉

教授 の加藤一明氏たちを名誉教授 、客座教授或 いは顧問 として招聘 した。

これ によ り、研究所 の発展 と日本研究 の向上 とが いちだん と促 されて い

る。

5.大 学全体 の日本研究像

吉林大学 には全体 と して、3っ の学院 、23の 学部 、11の 大学 直属 の研

究所(学 院 と学部所属 の研究所を含 めない)が ある。教員1800余 人、学

生数8000人 で ある。 日本研究 は もちろん文科系 を中心 にす るか ら、前 述

の 日本研究所以外、文科系 の各院 と学部 には日本研究 の専門職 と兼職 の

研究者 もいる。私 の知 って いる外国語学部 と中国文学部 の日本文学、 哲

学部 の 日本哲学 、歴史学部 の日本歴史、経済管理学院 の日本経済、 法学

院の 日本法律 、人 口研究所 の日本人 口な ど、研究 している諸先生 はそ の

例で ある。詳 しい数学 ではな いが、 少 な くとも90人 以上 い る と思 う。

1988年12月 、本学 と関西学院大学 は毎 日新 聞社 とア ジア調査会 の協 力 を
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得 て、"中 日共同イ メー ジ調査"を 実施 した。(<毎 日新聞>1989年1月

30日 と中国 の新聞に掲載)イ メー ジに焦点 を絞 って、両国 の学者が共 同

調査 を行 ったのは初めての ことで、調査では、両国民が お互 いの国 に抱

くイメー ジにか なりの格差 、へだた りや心理的距離 のある ことが分 か っ

た。 これは日本研 究を活性化 し、豊かな資料 を提供 したので ある。

日本研究以外 に、国別研究 について も言 うと、本学 にはソ連研究所、

朝鮮研究所 、アメ リカ研 究 センター、 カナダ研究 セ ンターが ある。1989

年 、東北 ア ジア地域の緊 張緩和 の情勢 に応 じ、 日本海 を囲む諸国 の経 済

交流 と地域開発 の研究を促進 す るたδ6、日本 、ソ連、朝鮮研究所 を中心

に文科系 の諸研究者を集 あ る東北 ア ジア研究 セ ンター(事 務局 は日本研

究所 に置 く)が 成立 した。 それ以来、当セ ンターは日本 、 ソ連 、朝鮮 な

ど諸国 の学者 をよ く招待 し、国際 シンポジウム も何回 か主催 した。来 年

に は、季刊誌く東北亜論壇〉を発刊す る予定 であ る。 これは東北 ア ジァ

諸 国中の 日本 、そ して関連諸 国 との関係を把握 し、日本研究 を一層推 進

してい る。

最後 に結 びに したいのであ るが、ふ りかえ って見 れば、吉林大学 の 日

本研究 は ほぼ3っ の時期を経 過 した と思われ る。最初 の時期 は50年 代 か

ら70年 代 までである。当時中 日国交 が正常化 されず、人員往来 は もち ろ

ん、関係資料 の収集で さえ、難 しか った。言わば、日本研究者の苦 しか っ

た時代 であ る。1972年 か ら80年 代 までは、 日本研究 の第二時期 である。

72年 の中 日国交回復 は両国関係ばか りでな く、日本研究 の新 しい出発点

とな った。 この間 を人間の成 長過程 にたとえ るな らば、少年期 とも言 え、

正 式交流 はさかんで、友好の雰囲気に囲 まれていたが、実 に日本研究 は

まだ表面 的・初歩的段階 にとどまった。80年 代 に入 って、 両国 の実務 的

接触 と交流 ρ速 やか な進展、 ことに留学生が増 え、日本 の各業種 のい ろ
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いうな人 びとの接触、その思考様式、行動パ ター ンの観察 にっれ 、 日本

の"再 認識"も 日増 しに深 ま り、少年時代の"単 純 さ""無 邪気 さ"は 次 第 に

成年時代の落 ち着 きと老練 とに変わ った とい うほどである。 こうした変

化 は決 して悪 いことではな く、日本研究の深ま りを意味す ることであ る。

前 にふれた研 究成果 の大半 は この時期の産物 である。現在、成年時代 に

ある吉林大学 の日本研究 は日本 の再認識 とともに、 これか ら新 しい成 果

をぞ くぞ く出すだ ろうと私 は信 じて いる。

(本稿 は国際交流基金 の フェロー シップを受 けて 、1991年11月 執 筆 され

た ものです。)
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表 「部分研究者名簿とその代表的著作一覧」

1991年10月 現 在

氏 名 専 門 代 表 著 作

任文侠 教授 日本経済と企業管理 日本企業管理概論

中国企業管理と経済体制改革(日本語)

白成崎 〃 〃 日本経済控制論綱

余炳鵬 〃 日本経済 日本経済論

侯應軒 副教授 日本企業管理 日本企業診断学

李玉潭 〃 ▲ 日本経済と企業管理 日本中小企業と経済振興

干永達 〃 ● 〃 日本吋外投資

唱 新 〃 〃 日本城市管理

鄒 鈞 教授 日本行政管理 日本行政管理概論

李完稷 〃 日本政治 日本的階級結構

魯 義 副教授▲● 日本政治と行政管理 日本政治制度と政府機構

現代中国幹部制度概要(日 本語)

李成宰 〃 日本政治 自民党派閥にっいて

陳本善 教授 日本近代史 日本侵略中国東北史

蘇崇民 〃 満鉄史 満鉄史

馮瑞雲 副教授● 日本現代史と中日関係 現代中日関係史

趙楽慧 教授 中日比較文学 西方現代派文学と芸術

孫利人 副教授 日本文学 日本の推理小説 にっ いて

柴明俊 〃 ● 〃 日本方言辞典

▲副所長、●研究室主任
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